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①県補助金交付要綱が市町村へ通知されました。
委託料・補助金の改訂を市町村にはたらきかけましょう！

②９月11（土）・12日（日）の合宿研へご参加を！
③10月30・31日の全国研・千葉集会へも多数ご参加を

■ 県 連 協 か ら の 報 告 (^_^)v

１，埼玉県の動き

（１）「安心こども基金・地域子育て創生事業～放課後児童クラブ設置促進事業費」「同

～特別支援学校放課後児童クラブ安全促進事業費」が交付決定されました。
昨年度と今年度、埼玉県は国の「安心こども基金」を活用して、空き教室等を改修して学童保育を

新設する「放課後児童クラブ設置促進事業費」と障害児学童保育の安全確保のための設備整備費等に

活用できる「特別支援学校放課後児童クラブ安全促進事業費」を実施していますが、７月２日、交付

決定されました。決定された件数と額は以下の通りです。

□放課後児童クラブ設置促進事業費 23件 127,221,000円

（※予算30件 300,000,000円）

□特別支援学校放課後児童クラブ安全促進事業費 22件 18,640,000円

（※予算16件 16,000,000円）

（２）「放課後いきいき応援隊」事業のマッチング状況
今年度の新規事業「放課後いきいき応援隊」のマッチング（活用）状況を県少子政策課にお聞きし

たところ、７月23日現在、応援隊34名、対応学童保育（放課後児童クラブ）は12クラブだそうです。

７月当初の時点で学童保育からの申請は213クラブでした。

（３）平成22年度版「埼玉県放課後児童健全育成事業補助金交付要綱」が送付されまし

た。市町村に知らせて改善をはたらきかけましょう！
県少子政策課から市町村へ今年度の「交付要綱」が６月24日付けで送付されました（▲別冊ｱｲﾎﾞﾘ

ｰ、１部添付しました）。ご参照いただくと分かりますが、国庫補助の改訂分をそっくり改訂していま

す（※県補助分については変化はありません）。例えば、6ページの「別表２ 放課後児童健全育成事

業費補助額表」を見ると、開設日数250日以上、児童数36～45人、運営形態＝民営、指導員数3人

のクラブの場合、「4,138,000円（21年度）→4,330,000円（22年度）」と改訂されています。

改訂額については、３月25日に県が開催した「市町村児童福祉主管課長会議」ですでに示していま
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す。

また交付申請に当たって市町村に対して「別紙４ 大規模クラブ解消計画書」の提出を求めていま

す。これは、３月の「主管課長会議」で「71人以上の児童クラブに対する補助は、大規模クラブ解消

に向けた具体的な計画を立てることを条件として継続する」としていたことを具体化したものです。

3月時点で市町村には伝わっている事柄ですが、「交付要綱」として正式に伝えられましたので、委

託料や補助金などの改訂を行っていない地域では、これを活用してはたらきかけましょう。

（４）「平成22年度放課後児童クラブ指導員研修会（第38回指導員学校）」は10月３日、

埼玉県立大学で開催されます ８月末には県少子政策課から市町村へ要項と申込用紙が届きます

２，国の動き

（＊）厚労省通知「放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）における事故防止の

徹底について」が発出されました（▲別紙ｼﾛ） ７月29日

雇用均等・児童家庭局育成環境課長通知として出されました。厚生労働省は、今年３月の国民生活

センターからの要望を受けて、「30日以上の負傷や疾病」について都道県に報告を依頼していました

が、それを集計して公表し、「事故防止の徹底」を促したものです。

３，県連協のとりくみ

（＊）市町村へ「第１次学童保育実態調査概要」と「大規模問題追跡アンケート・第３

弾」を送付しました ８月16日 （▲別冊ﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ、１部添付しました）

県連協では５月１日付けで、市町村に対して学童保育数・児童数・運営形態・開設場所等について

調査していましたが、その結果概要を８月16日、市町村にお送りしました。

同時に、大規模学童保育解消を市町村に促す趣旨から「大規模学童保育（放課後児童クラブ）問題に

ついての追跡調査」を送りました。一昨年8月、昨年５月に続き3回目となるものですが、今回は、7

1人以上の解消をどう進めるかということを尋ねることと併せて、「あらかじめ入所児童を定員で制限

している」状況についても尋ねています。

県連協からお知らせ・お願い (^O^)

１．第２回県連協代表委員会へご出席を！ ９月11日（土）18時～ 於埼玉県県民活動総合セ

ンター205号室 ※合宿研と同じ会場です

【交流・議題】 ①市町村の動き・地域連協等のとりくみの交流 ②2010年度県予算等についての

要望と今後のとりくみ ③その他 全国学童保育研究集会への参加等

２．第26回埼玉県学童保育合宿研究会（９月11～12日）へ多数ご参加下さい！【再度】
今回のテーマは、「公的保育制度、地方自治が岐路に立つ中で、学童保育の未来と私たちの課題を考

える」。１日目は全体会、２日目は４つのテーマで分科会を予定しています。

３.『日本の学童ほいく』誌の定着・普及・拡大について、９月以降、地域連協・クラブ
の会議で話し合って下さい。県連協からもお願いにうかがいます。【再度】

４．全国研・千葉集会（10月30～31日）へすべての学童保育から複数の参加をご予定下
さい。【再度】昨年に続いて県連協から参加費助成金（１人1,000円）が出ますよ !(^^)!


